
記者発表資料 
令 和 ７ 年 ２ 月 ５ 日 
東 北 地 方 整 備 局 

1. 摺 上 川 ダ ム 管 理 所 
       

摺上川ダムで水力発電の増電に取り組みます     
“全国初”自然調節ダムで洪水調節容量を活用したハイブリッド

ダムの試行 
 
 

摺上川ダムでは、毎年3月～5月頃にかけて沢山の雪解け水がダム湖に流入

しますが、一部が未活用のまま放流（自然越流）されています。 

この無効放流される雪解け水の一部を洪水調節容量内に貯留し、通常よりも

貯水位を高くすることにより、既存の水力発電所での増電を図るハイブリッドダ

ムの試行を行います。 

自然調節ダムで洪水調節容量を活用したハイブリッドダムの試行は全国で初

めてとなります。 

※１：見込みであり、融雪水が極端に少ない場合は洪水調整容量内に貯留できない場合もあります。 
 

 

１． 試行の開始時期 ： 令和 7 年 3 月 1 日～ 

 

２． 試行の概要    ： 別紙のとおり 

 

 

問い合わせ先 
 
国土交通省 東北地方整備局 摺上川ダム管理所  
〒960-0271 福島市飯坂町茂庭字蝉狩野山２５ 電話 024-596-1275 

 
管理所長     三浦  猛  （内線２０1） 
専門職      岩本 幸夫 （内線３３０） 
 

≪発表記者会：福島県政記者クラブ、福島市市政記者クラブ≫ 



摺上川ダム ハイブリッドダムの試行概要

摺上川ダムの関係利水者で連携実施

摺上川ダムでは、毎年３月～５月にかけて沢山の雪解け水がダム湖に流入しますが、こ
の雪解け水を活用し、水力発電を目的にした「ハイブリッドダム」の試行を関係利水者と連
携し取り組みます。
本試行では、これまで活用せずに放流（無効放流）されていた雪解け水の一部を洪水調
節に影響がない水位（運用高度化水位）まで洪水調節容量内に貯留し、年間の運用水位を
底上げする運用を行う計画です。この運用により、ダム下流で水力発電を行う摺上川発電
所（東北電力(株)）及びダム管理用発電所（国土交通省）において、通常運用よりも高低差
が増える（水車を回す力が強くなる）ことにより増電が期待できます。
試行期間中は、増電量の把握や洪水調節への影響等の検証を行います。

摺上川ダム管理所

摺上川ダム管理所

福島県・福島地方水道用水供給企業団
ダム関係利水者
貯水池の水位運用で連携

摺上川発電所の運用で連携 ダム管理者
ダムの運用の高度化
（特別な運用）
管理用発電所の運用

東北電力株式会社
摺上川ダム
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現 状 試行運用

（融雪期）
ダム越流

発電量 発電量

・ 融雪水の多くはダムを越流（未活用）

高い水位の維持が必要

・ 融雪水貯留のため常用洪水吐きを全閉
⇒ 洪水調節容量内に貯留

・ 貯留した水を保ちダムを運用
⇒ 年間を通じて高低差増大による発電量増
加を図る。

・ 洪水が予測された時は規定の水位まで低下
⇒ 治水への影響を生じさせない

発電
増加

（融雪期）
ダム放流量 少
（利水・緊急放流設備

から放流）

常用洪水吐きから自然越流
（未活用の流水＝無効放流）

治水に影響のな
い水位まで貯留

（平常時最高貯
水位＋2.0m）
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常用洪水吐き
開口

常用洪水吐き
全閉

摺上川ダム ハイブリッドダム試行イメージ①
摺上川ダム管理所

※最大出力範囲内



摺上川ダム ハイブリッドダム試行イメージ② 摺上川ダム管理所

〇摺上川ダムでは３月から５月にかけて、沢山の雪解け水がダム湖に流入しますが、一部が未活用のまま放流（無効
放流）されています。

〇これまで活用せずに放流（無効放流）されていた雪解け水の一部を洪水調節に影響がない水位（運用高度化水位）
まで洪水調節容量内に貯留し、年間の運用水位を底上げすることにより、ダム下流で水力発電を行う摺上川発電所
（東北電力(株)）及びダム管理用発電所（国土交通省）において、通常運用よりも高低差が増える（水車を回す力が強く
なる）ことにより増電が期待できます。

〇洪水が予測された時には速やかに規定の水位※まで貯水位を低下させ、通常の操作（操作規則どおり）の操作がで
きる状態で洪水に対応します。
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運用高度化による貯水位の底上げイメージ

年間を通じて運用水位を底上げ＝発電量増加

3/1

規定の水位
※

を下回ったら
試行終了

3/1

※規定の水位
洪水期 （6月11日～10月10日）：EL295.0m
非洪水期（10月11日～6月10日）：EL296.5m

試行開始
規定の水位

※

を下回ったら
試行終了試行開始

H30.1.1 R元.1.1

運用高度化水位:NWL+2.0m 試行終了後は通常の
操作規則による操作

平

通常の操作

令和7年 3月 6月 10月 12且令和8年 3月 6月 10月

運用高度化水位:NWL+2.0m

平常時最高貯水位 L296.5m



摺上川ダム管理所
摺上川ダム ハイブリッドダム試行イメージ③
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水力発電の源は位置エネルギー

発電力(p)は下式で求められ、落差が大きいほど発電力は増加

発電電力量は発電力(p)に発電継続時間を乗じたもの

発電力(p)＝重力加速度(g)×使用水量(Q)×落差(Ｈ)×効率(η)

年間を通した活用水位を設けて貯水池運用を行う
ことで、全体的に貯水位が底上げされ、落差が増
加するため、発電電力量も増加

落差の増加

なぜ水位を上げると増電になるのか？

※ただし、発電力の増加は、発電所の最大出力を超えない範囲になります。



治水機能の強化と水力発電の促進を両立するハイブリットダムの推進

※令和７年度 水管理・国土保全局関係 予算概算要求概要より
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摺上川ダム管理所



常用洪水吐き

常用洪水吐き

摺上川ダムと摺上川発電所の位置関係
摺上川ダム管理所

ダム管理用発電所
（国土交通省）

摺上川発電所
（東北電力）

摺上川ダムの貯水を利用した水力発電を2007（平成19）年5月から東北電力摺上川発電所で行っています。
取水塔から取水された最大取水量4.5㎥/sの水を利用して、最大出力3,000kWの発電を行います。
水の位置エネルギーを利用する水力発電は、環境に優しいエネルギーとして、これからますます重要となります。

最大使用水量：２．８８２㎥/s
最大出力：１，１４０ｋW


